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2 Da－5 血漿、肝臓、筋肉の遊離アミノ酸濃度におよぼすそば粉の影響
○山田　幸二＊　水野　時子¨

　(＊郡山女大家政、¨郡山女子短大)

食　　物

　〔目的〕そばは良質のタンパク質、ビタミンＢ群、ルチンなどを多く含むことから、健康
食品、村おこし食品として関心が高い。本研究はそば粉の栄養的特徴を解明するため、そ
ば粉中タンパク質の栄養的価値と血漿、肝臓、筋肉、尿の遊離アミノ酸濃度への影響を検
討した。
　〔方法〕実験動物には４週齢で、体重lOOgのDonryu系雄ラットを用いた。実験１は白米粉、

アマランサス粉、大麦粉、そば粉、実験２はそば粉、カゼイン、そば粉類似アミノ酸混合
物、カゼイン類似アミノ酸混合物をそれぞれ唯一のタンパク質源として、それにラード、
ミネラル混合、ビタミン混合をそれぞれ同量添加し、さらに小麦でん粉でlOOXに調整した
飼料を川いた。飼育は飼料と水を自由に摂収させ３週間行った。飼育試験終了後、血漿、
肝臓、筋肉、尿の遊離アミノ酸をアミノ酸自動分析機で分析した。

　〔結果〕成長量と飼料効率は、白米粉群、アマランサス粉群、大麦粉群、カゼイン群に比
べそば粉群で高値であった。しかし、カゼイン類似アミノ酸混合物群とそば粉類似アミノ
酸混合物群との間では差がなかった。カゼイン群に比べそば粉群のタンパク質の消化率は
低いが、生物価は差がなかった。白米粉群、アマランサス粉群、大麦粉群に比べそば粉群
の血漿と筋肉の遊離必須アミノ酸総量は低値で、特にスレオニン濃度の低下が顕著であっ
た。カゼイン群との対比でもそば粉群のJ(IL漿、肝臓、筋肉の遊離アミノ酸総量は低く、特
にスレオニンとリジンの濃度の低下が顕著であった。このような傾向は、類似アミノ酸混
合物群でも見られた。そば粉群の尿にロイシンとイソロイシンのジペプチドと推察される
物質が検出された。

2 Da－6 ソラマメタンパク性成分のヒト線維芽細胞増殖への影響

　中京短大生活　○岡田悦政　　岐大医学　岡田瑞恵

　［目的］ソラマメから抽出したタンパク性成分（WSP）は、ラジカル消去・抗酸化などの諸

活性を有した（J. Agric. Food Chem.1998）。そこで生体に近いモデルとして、老齢ヒト線

維芽細胞を用いることにより、WSPが細胞の増殖・細胞寿命に影響を与えるのか否かを調

べた。また、その機構の一端を探るため、Cytosol内抗酸化酵素の測定を行い検討した。

　［方法］老齢ヒト線維芽細胞は、HSRRBから人手したWト38を用い、HEM､lO%FBS、

28mM HEPES､Fungizoneを含む培地により、5%CO2 、37Vの条件で培養した。 WSP濃度は、

1.25-5μg/inlを培地に投与した。WSP至適濃度決定後、細胞増殖への影響は30日間培養し、

細胞寿命への影響は、Hayflick限界まで培養し、測定した。 Cytosol 内抗酸化酵素につい

ては、Crapoらの方法によりCu. Zn-SOD 活性を、Tappelらの方法によりGSH-Px活性を測定

した。

　［結果］2.5μg/inlWSP投与による老齢ヒト線維芽細胞への増殖への影響は、コントロール

に対し21%の増殖を示した。細胞寿命はコントロールに対する差はみられなかった。 1.25

-5μg/DllWSPの投与によるCytosol内Cu, Zn-SOD、GSH-Px活性は共に、ffSPの濃度が高く

なるに比例して、活性の低下がみられた。
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